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No. ク形見出し 岩波 旺文社 三省堂 新明解 明鏡
1 あししげく ②＊ ② ②副 ②副 ②副
2 あぶなく ①副 ①形
3 あますところなく ② ②＊
4 あまねく ②副 ②副 ②副 ②副 ②副　
5 あやうく ① ①副 ①形 ①副
6 いかんなく ②＊ ② ②副 ②副 ②副
7 いきおいよく ②副
8 いくばくもなく ②＊ ②
9 いくひさしく ②＊ ②副 ②副 ②副 ②副
10 いせいよく ②副
11 いたく ①副 ①副 ①副 ①副 ①副
12 いちはやく ②副 ②副 ②副 ②副 ②副
13 いちもにもなく ② ②＊ ② ②
14 いやもおうもなく ②＊
15 いやおうなく ②副








22 おたかく ② ②副
23 おなじく ①副 ①副 ①副
24 おりあしく ②＊ ② ②副 ②副 ②副
25 おりよく ② ②副 ②副 ②副
26 おりわるく ②副
27 くちあらく ②＊
28 くちずっぱく ②副 ②副
29 くまなく ②＊ ①副 ②副 ②副 ②副
30 くもなく ②副
31 こころおきなく ②副 ②副 ②副 ②副
32 ことなく ②＊ ②副 ②副
33 こよなく ②副 ②副 ②副
34 しかるべく ②副 ②＊ ②副 　②＊
35 しげく ②副 ②副 ②副 ②副
36 したしく ① ①副 ①形 ①副
37 しゅびよく ②副 ②副 ②副
38 しょうこりもなく ②
39 しるく ②副 ②形 ②形
40 すえながく ②＊ ②副 ②副 ②副
41 すごく ①形 ①副
42 そこはかとなく ②副 ②副
43 そつなく ②＊
44 それとなく ②＊ ② ②副 ②副 ②副
45 だれいうとなく ②＊
46 ちかく ① ①副 ①副 ①副 ①副
47 ちょうしよく ①副 ②
48 ていよく ②＊ ②副 ②副 ②副 ②副
49 てもなく ②＊ ②副 ②副 ②副 ②副
50 とおく ① ①副 ①副 ①副 ①副
51 とく ②副 ②副 ②形 ②副 ②副
52 どことなく ② ②副 ②副 ②副
53 とっく ② ②副
54 なかよく ②副 ②副




59 なるべく ②副 ②副 ②副 ②副 ②副
60 なんとなく ②＊ ②副 ②副 ②副 ②副
61 なんなく ②＊ ②副 ②副 ②副 ②副
62 はやく ① ①副 ①副 ①副 ①副
63 ひどく ①副 ①副
64 ひとしく ①形 ①副 ①副
65 ひらたく ①副
66 ふるく ① ①副 ①副 ①副 ①副
67 ほどなく ②＊ ②副 ②副 ②副 ②副
68 まさしく ①副 ②副 ②副 ②副 ②副
69 まったく ①副 ①副 ①副 ①副 ②副
70 まもなく ②副 ②副 ②副 ②副
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71 まんべんなく ②副 ②副 ②副 ②副 ②副
72 もれなく ②副 ②副
73 やむなく ②副 ②副
74 ゆくりなく ②副 ②副 ②副 ②副 ②副
75 よく ①副 ①副 ①副 ①副 ①副
76 よろしく ①副 ①副 ①副 ①副 ①副
77 われともなく ②＊
















































No. ク形見出し 岩波 旺文社 三省堂 新明解 明鏡
1 あぶなく Ｃ Ｂ
2 あやうく Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ
3 いたく Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ
4 うまく Ｃ Ｂ
5 えらく Ｂ
6 おおく Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ
7 おそく Ｂ
8 おなじく Ｂ Ｂ Ｂ
9 くまなく Ｂ
10 したしく Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ
11 すごく Ｂ Ｂ
12 ちかく Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
13 ちょうしよく Ｂ
14 とおく Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
15 はやく Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
16 ひどく Ｂ Ｂ
17 ひとしく Ｂ Ｂ Ｂ
18 ひらたく Ｃ
19 ふるく Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ
20 まさしく Ｂ
21 まったく Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ
22 よく Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ











































































No ク形 No ク形 No ク形
1 あいそよく☆ ① 31 あししげく☆ ② 61 それどころではなく ②
2 あぶなく ① 32 あてもなく☆ ② 62 それとなく☆ ②
3 あやうく ① 33 あますところなく☆ ② 63 そればかりではなく ②
4 あわただしく ① 34 あまねく ② 64 たいかなく☆ ②
5 いうまでもなく☆ ① 35 いかんなく☆ ② 65 ちたいなく☆ ②
6 いたく ① 36 いくどとなく☆ ② 66 てもなく☆ ②
7 いちはやく○ ① 37 いくひさしく○ ② 67 とく ②
8 いちもにもなく☆ ① 38 いつとなく☆ ② 68 どことなく☆ ②
9 うんよく☆ ① 39 いやもおうもなく☆ ② 69 とどこおりなく☆ ②
10 うんわるく☆ ① 40 えんりょえしゃくもなく☆ ② 70 とめどなく☆ ②
11 えらく ① 41 おくめんもなく☆ ② 71 なさけようしゃもなく☆ ②
12 えんりょなく☆ ① 42 おしげもなく☆ ② 72 なるべく☆ ②
13 おおく ① 43 おなじく ② 73 なんとなく☆ ②
14 おもいがけなく☆ ① 44 おりあしく☆ ② 74 なんなく○ ②
15 ぐあいよく☆ ① 45 おりよく☆ ② 75 のこりなく☆ ②
16 げんきよく☆ ① 46 かげひなたなく☆ ② 76 ふくむところなく☆ ②
17 したしく ① 47 かんだんなく☆ ② 77 ほどなく☆ ②
18 ちかく ① 48 きたんなく☆ ② 78 まさしく ②
19 つごうよく☆ ① 49 くまなく○ ② 79 まちがいなく☆ ②
20 つつがなく○ ① 50 くもなく☆ ② 80 まったく ②
21 ていよく☆ ① 51 ごえんりょなく☆ ② 81 まもなく☆ ②
22 なかよく○ ① 52 こころおきなく☆ ② 82 まんべんなく☆ ②
23 はやく ① 53 ことなく☆ ② 83 もれなく☆ ②
24 ひさしく ① 54 こんきよく☆ ② 84 やくせきこうなく☆ ②
25 ひどく ① 55 しかるべく☆ ② 85 やむなく○ ②
26 ひとしく ① 56 しげく ② 86 ゆくりなく ②
27 まごうかたなく☆ ① 57 しゅびよく☆ ② 87 ようしゃなく☆ ②
28 むなしく ① 58 しょうこりもなく☆ ② 88 よどみなく☆ ②
29 よく ① 59 すえながく☆ ② 89 れいがいなく☆ ②



















語彙 ク形 形容詞 対応
あいそよく 精神および行為/心/表情・態度 精神および行為/心/情・態度 Ａ
いちはやく 抽象的関係/時間/即時 抽象的関係/時間/即時 Ａ
えんりょなく 精神および行為/待遇/待遇・礼など 精神および行為/待遇/待遇・礼など Ａ
ぐあいよく 抽象的関係/様相/趣・調子 抽象的関係/様相/趣・調子 Ａ
ていよく 抽象的関係/様相/良不良・適不適 抽象的関係/様相/良不良・適不適 Ａ
ひさしく 抽象的関係/時間/時間 抽象的関係/時間/時間 Ａ
ひとしく 抽象的関係/類/異同・類似 抽象的関係/類/異同・類似 Ａ















































あぶなく 抽象的関係/時間/時間的前後 抽象的関係/様相/難易・安危 Ｄ





いうまでもなく （その他）//判断/判断 精神および行為/心/詳細・正確・不思議 Ｄ
いたく 抽象的関係/量/程度 精神および行為/心/感覚 Ｄ
おおく 抽象的関係/時間/毎日・毎度 抽象的関係/量/多少 Ｄ
おもいがけなく （その他）//判断/予期 精神および行為/心/判断・推測・評価 Ｄ
つごうよく 抽象的関係/時間/時機 抽象的関係/様相/趣・調子 Ｄ
















































































岩波 旺文社 三省堂 新明解 明鏡 分類語彙表
❶一致 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 27％
❷関連をもつ 100％ 62％ 82％ 72％ 92％ 23％
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るが，「いちはやい」は２例しかない。また，「えんりょなく」が221例あるのに対して，「えんりょ
ない」は１例である。つまり，これらは形容詞としての使用はあまりなく，ク形としての使用が多
い。「まごうかたなく」「まごうかたない」はそれぞれ４例見つかるが，終止用法の例はない。
　これらを除くと，「ひさしく」「ひとしく」の２語に止まる。国語辞典では「ひさしく」は掲出が
ないが，「ひとしく」はＢに属している。「ひとしく」と「ひとしい」について，『三省堂』でそれ
ぞれの語義を確認すると，「ひとしく」は「どれもおなじく」とあり，「ひとしい」は「二つ（以上）
のものごとをくらべたときに変わりがない」となっている。『新明解』『明鏡』でも，「ひとしく」
は「すべてのもの」「いずれも」が同じような様を表す意味であるのに対し，「ひとしい」は「二つ
（以上）」のものが同一である様を表す意味となっている。ここには「すべて」か「二つ（以上）」か，
という対象の異なりがあり，同じ分類項目にあるが，完全に一致するものではなく，厳密には意味
が異なるものと考えられる
　これと反対に，両者の意味が全面的に異なるなら，それはもはや別語であり，❸のケースがク形
を掲出する必要性が最も高いと言える。国語辞典類は０〜５項目（０〜38％），『分類語彙表』は15
語（50％）である。資料間での❸の語彙の一致をみると，「あぶなく」「あやうく」「いたく」「おお
く」「したしく」が共通する。
　問題は，❷のク形と形容詞の意味に関連がある場合である。このケースは，表８に表したように，
国語辞典類が８〜14項目（62〜100％），『分類語彙表』が７語（23％）である。このようなク形は，
国語辞典類の間で一致しているものがいくつか見られるが，国語辞典類と『分類語彙表』で共通す
るのは，「ちかく」「よく」の２語にすぎない。
　国語辞典類と『分類語彙表』で取り上げられたク形を比較すると，『分類語彙表』にあるク形の「い
ちもにもなく」「あわただしく」「いうまでもなく」「おもいがけなく」「つつがなく」「なかよく」「む
なしく」は，国語辞典には形容詞の項目のみがあり，ク形見出しがないなど，見逃せない相違もあ
る。
　最後に，「あてもなく」「いうまでもなく」などの連語の掲出は，国語辞典類が55％⑸，『分類語
彙表』が68％である。いずれも過半数であるが，特に後者に目立つ。
６　おわりに
　以上，本稿では，国語辞典類と『分類語彙表』における形容詞ク形と対応する形容詞の掲出状況，
および両者における意味記述・意味分類の対応を調査し，その結果を報告した。実際に取り上げら
れている項目・語彙の多くは，副詞として認定できるものであり，それらについては，ク形掲出の
根拠が十分に認められるが，ク形と形容詞の項目・語彙が併存している場合も少なくなく，その場
合，併存させる基準が一貫しているとは言い難い。
　本稿では，ク形の掲出状況の調査から出発したが，今後は，形容詞の項目・語彙を網羅的に調査
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することによって，各資料におけるク形の掲出状況についての客観的な評価を行う必要がある。ま
た，コーパス調査を通じて，実際の使用の中でク形と形容詞の意味の関係を考察することも必要で
ある。それらの結果を踏まえて，辞典類でク形をどのように扱うべきかについて結論を導きたいと
思う。
注
⑴ 「まったく話にならない」のように，ク形には陳述副詞化したものもあるが，ここではそのようなもの
は対象とはせず，述語を修飾するものを対象とした。
⑵子見出しとは，見出しの下に配列された，見出し語を含む複合語などを示す追い込み項目を指す。
⑶ 『分類語彙表』のク形について，「連語」と「合成語」の区別は，国立国語研究所が公開している「中納
言コーパス検索アプリケーション」を用い，語彙素が一語と認められているものを合成語とし，二語以
上のものは連語として扱った。
⑷ 「部門」の名称については『分類語彙表 増補改訂版』書籍版に従う。
⑸ 国語辞典類の連語は，辞典により連語とするものが異なるため，ここでは複数の構成要素から成るもの
を連語と考え，述べ項目中の連語の割合を算出した。
参考文献
⑴現代日本語書き言葉均衡コーパス<https://chunagon.ninjal.ac.jp/>（2017年11月26日）
⑵ 橋本三奈子・青山文啓（1992）「形容詞の三つの用法：終止，連体，連用」『計量国語学』18-5，
201-214
⑶ バックハウス・アンソニー・E（2008）「形容詞の「ク形」を辞書に載せるべきか」『北海道大学
留学生センター紀要』11, 9-18
資料
⑴北原保雄編（2011）『明鏡国語辞典第二版』大修館
⑵ 見坊豪紀・市川孝・飛田良文・山崎誠・飯間浩明・塩田雄大編（2014）『三省堂国語辞典第七版』
三省堂
⑶ 国立国語研究所編（2004）『国立国語研究所資料集14　分類語彙表増補改訂版』大日本図書
⑷ 西尾実・岩淵悦太郎・水谷静夫編（2011）『岩波国語辞典第七版新版』岩波書店
⑸山口明穂・和田利政・池田和臣編（2013）『旺文社国語辞典第十一版』旺文社
⑹ 山田忠雄・柴田武・酒井憲二・倉持保男・山田明雄・上野善道・井島正博・笹原宏之編（2013）『新明解
国語辞典第七版』三省堂
